
ど
食
品
チ
ェ
ー
ン
全
て
の
関
係
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。

第
４
位
は
近
年
、
無
菌
卵（
无
菌
蛋
）

と
表
示
す
る
生
卵
の
販
売
増
加
を
受

け
、消
費
者
が
関
心
を
も
つ「
卵
は
生
で

食
べ
れ
る
か
？
（
無
菌
卵
）」
に
つ
い

て
、吉
林
大
学
の
劉
静
波
教
授
が「
卵
は

完
全
な
無
菌
の
実
現
が
困
難
で
あ
り
、

関
連
規
格
に「
無
菌
卵
」と
い
う
概
念
は

な
く
、「
生
で
食
べ
ら
れ
る
卵
」と
い
う

表
現
が
よ
り
科
学
的
で
あ
る
」
と
の
指

摘
で
あ
る
。中
国
に
も
生
卵
を
食
べ
た

い
と
い
う
需
要
が
一
定
数
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

第
５
位
は
、
Ｄ
︱
ア
ル
ロ
ー
ス
が
新

た
な
食
品
素
材
と
し
て
の
国
家
承
認
を

受
け
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。こ

の
承
認
を
受
け
、
生
合
成
食
品
素
材
の

新
時
代
が
到
来
し
た
と
い
う
期
待
で
あ

る
。技
術
力
の
向
上
、多
様
化
す
る
食
品

ニ
ー
ズ
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
を

受
け
、
新
た
な
食
品
素
材
の
許
認
可
が

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て

い
る
。

第
６
位
は
、
２
０
２
５
年
７
月
に
甘

粛
省
天
水
市
の
幼
稚
園
児
２
３
３
人
か

ら
血
中
鉛
濃
度
の
異
常
値
を
検
出
し
た

事
件
で
あ
る
。幼
児
向
け
給
食
を
“
映

え
”さ
せ
る
た
め
に
、食
材
に
工
業
用
顔

料
を
混
ぜ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

根
底
に
は
幼
稚
園
児
の
集
客
が
あ
る
。

「
非
食
用
」色
素
の
使
用
は「
食
品
安
全

法
」違
反
で
あ
る
。政
府
は
、
監
督
・
管

理
者
や
実
務
家
へ
の
研
修
の
強
化
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
厳
格
な
運
用
、
社

会
的
な
監
督
機
能
の
拡
大
な
ど
を
指
摘

し
て
い
る
。

第
７
位
は
、「
辣
条
」や「
豆
腐
乳
」と

い
っ
た
食
品
か
ら
「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
汚

染
」が
検
出
さ
れ
た
案
件
で
あ
る
。ボ
ツ

リ
ヌ
ス
菌
は
、自
家
製
や
市
販
の
食
肉
、

塩
漬
け
魚
介
類
、
豆
製
品
、
缶
詰
な
ど

が
、
製
造
段
階
で
汚
染
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。こ
の
こ
と
を
消
費
者
、製
造
業

者
ら
に
発
信
し
て
い
る
。

第
８
位
は
、「
長
期
保
存
」食
品
の
安

全
性
と
栄
養
価
に
対
す
る
疑
問
で
あ

る
。専
門
家
は
科
学
的
見
地
か
ら「
長
期

保
存
食
品
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
安
全
性

や
栄
養
価
が
低
い
わ
け
で
は
な
い
」
と

解
説
。消
費
者
は
購
入
の
際
、包
装
の
完

全
性
、
保
存
条
件
、
保
存
期
間
に
注
意

し
、
推
奨
保
存
期
間
内
の
製
品
を
選
ぶ

べ
き
と
指
導
し
て
い
る
。

第
９
位
は
、
一
部
の
学
校
給
食
運
営

企
業
が
基
準
に
満
た
な
い
原
材
料
を
使

用
す
る
違
法
行
為
を
受
け
「
学
校
給
食

の
安
全
性
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
警
告
す
る
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
改
善
、
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
の
監
督
強
化
な
ど
既
存
対
策
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
る
。し
か
し
近
年
は

消
費
者
が「
透
明
性
」を
強
く
訴
求
し
て

い
る
。こ
れ
に
対
し
政
府
は「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
＋
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
推
進

を
掲
げ
、
調
理
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
と

Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
の
組
み
合
わ
せ
、
情

報
公
開
を
必
ず
行
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
。第

１０
位
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
国
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
栄
養
不
足
を
補
う

た
め
の
「
高
齢
者
に
適
し
た
食
品
」（
以

下
、
适
老
食
品
）を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

国
家
食
品
安
全
リ
ス
ク
評
価
セ
ン
タ
ー

の
陳
俊
石
主
任
は
「
适
老
食
品
」
と
は
、

消
化
機
能
な
ど
の
生
理
機
能
が
低
下
し

て
い
る
高
齢
者
に
適
し
た
包
装
済
加
工

食
品
と
指
摘
し
て
い
る
。科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た「
适
老
食
品
」の
供
給
は
現

在
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
。し
か
し
今
後

は
、
巨
大
な
市
場
に
成
長
す
る
と
予
測

さ
れ
、
科
学
研
究
と
標
準
化
生
産
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。企
業
が

主
導
権
を
握
り
、
産
学
官
で
協
力
し
て

「
适
老
食
品
」
を
専
門
的
観
点
か
ら
推

進
し
、高
齢
者
の
栄
養
不
足
を
補
い
、生

活
の
質
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
食
品

と
な
る
よ
う
な
支
援
・
促
進
を
推
奨
す

る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
を
み
る

と
、
中
国
の
食
品
市
場
で
求
め
ら
れ
て

い
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
高
齢

化
社
会
に
適
応
し
た
食
品
の
供
給
、
新

た
な
素
材
に
よ
る
新
し
い
市
場
の
創

造
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
追
求
す
る
規

則
へ
の
適
応
、
学
校
給
食
な
ど
萌
芽
的

ビ
ジ
ネ
ス
の
不
安
定
さ
と
近
年
の
消
費

者
の
新
し
い
訴
求
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

大
東
文
化
大
学

外
国
語
学
部
准
教
授

森 

路
未
央
氏

寄 稿

中　国中　国

第
９
位
は
、
消
費
者
が
「
透
明
性
」

を
強
く
訴
求
す
る
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。
日
本
で
も
報
道
さ
れ
た
中
国

外
食
チ
ェ
ー
ン
「
西
貝
」
の
事
例
か

ら
、
規
則
・
基
準
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

「
西
貝
」
は
内
陸
部
の
内
モ
ン
ゴ
ル

や
西
安
で
常
食
さ
れ
る
小
麦
麵
食
、
羊

肉
、
ト
マ
ト
な
ど
を
主
な
素
材
に
、
店

舗
内
で
注
文
後
に
「
手
作
り
」
さ
れ
、

「
出
来
た
て
」
で
提
供
さ
れ
る
料
理
と

し
て
消
費
者
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
強
み
を
背
景
に
、
１
人
当
た
り
単
価

が
７０
～
８０
元
の
比
較
的
高
価
格
帯
で
あ

り
な
が
ら
も
中
国
国
内
で
約
３
５
０
店

舗
を
展
開
す
る
大
規
模
飲
食
チ
ェ
ー
ン

で
あ
る
。

２
０
２
５
年
９
月
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
羅
永
浩
氏
が
「
西
貝
」
で
食
事

の
後
「
ほ
と
ん
ど
が
温
め
る
だ
け
の
調

理
済
食
品
（
預
制
菜
）
を
提
供
し
て
い

る
わ
り
に
価
格
が
高
す
ぎ
る
」
と
す
る

投
稿
を
き
っ
か
け
に
、
創
業
社
長
の
贾

周
知
の
と
お
り
、
中
国
は
１
９
７
８

年
末
に
市
場
経
済
体
制
へ
の
転
換
を
開

始
し
、２
０
１
０
年
に
は
日
本
を
越
え
、

世
界
第
２
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
大
国
と
な
っ

た
。中
国
の
高
度
成
長
時
代
に
あ
た
る

こ
の
約
３０
年
を
振
り
返
る
と
、
２
０
０

０
年
代
初
頭
ま
で
は
中
国
で
の
製
造
コ

ス
ト
が
日
本
よ
り
は
る
か
に
低
か
っ
た

時
代
に
適
応
し
た
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
が
展

開
さ
れ
た
。そ
れ
は
、開
発
輸
入
型
ビ
ジ

ネ
ス
の
中
国
展
開
を
目
的
に
し
た
日
本

企
業
の
対
中
投
資
で
あ
る
。中
国
が
登

場
す
る
前
の
開
発
輸
入
型
ビ
ジ
ネ
ス

は
、台
湾
な
ど
で
展
開
し
て
い
た
が
、生

産
コ
ス
ト
高
に
直
面
し
て
い
た
。中
国

が
有
す
る
、広
大
な
農
地
、低
廉
か
つ
豊

富
な
労
働
力
と
い
っ
た
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
力
、
日
本
に
近
い
気
候
な
ど
を
生

か
せ
ば
、
台
湾
の
代
替
地
に
留
ま
る
ど

こ
ろ
か
、
大
規
模
な
展
開
が
臨
め
る
た

め
、
日
本
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や
商
社
は

中
国
へ
の
移
転
や
増
設
を
行
っ
た
。生

産
・
加
工
現
場
の
立
地
は
、
南
北
に
も

広
大
な
中
国
の
特
性
を
生
か
し
、
１
社

で
山
東
省
と
福
建
省
な
ど
複
数
地
域
に

工
場
を
設
け
、
地
域
間
の
リ
レ
ー
出
荷

体
制
を
構
築
し
、
日
本
へ
の
周
年
供
給

を
実
現
し
た
。こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
に
伴
い
、
現
地
で
は
地
場
企
業
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
誕
生
し
、
周
辺
農
家

か
ら
原
料
農
産
物
を
集
荷
す
る
こ
と
へ

の
管
理
な
ど
、
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ

た
。そ

こ
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
安
全
性

で
あ
る
。２
０
０
０
年
代
前
半
に
は
、中

国
産
輸
入
食
品
か
ら
基
準
値
を
超
え
る

残
留
農
薬
の
検
出
が
日
本
や
香
港
で
大

き
く
報
道
さ
れ
始
め
、
日
中
双
方
で
の

対
応
が
始
ま
っ
た
。政
府
も
介
入
し
て

新
た
な
制
度
も
現
場
に
も
た
ら
さ
れ
、

食
品
安
全
監
督
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
２
０
０
８
年
に
日
本

で
中
国
産
冷
凍
餃
子
か
ら
有
機
リ
ン
酸

系
薬
物
が
検
出
さ
れ
た
問
題
が
生
じ

た
。日
中
の
企
業
や
政
府
が
共
同
で
対

応
し
て
き
た
日
々
の
努
力
が
一
気
に
崩

さ
れ
て
し
ま
う
出
来
事
で
あ
っ
た
。そ

れ
で
も
中
国
は
２
０
０
９
年
に
食
品
安

全
法
を
施
行
す
る
な
ど
法
規
を
整
備

し
、
関
連
企
業
も
着
実
に
対
応
し
て
き

た
。輸
入
食
品
の
安
全
性
を
巡
る
問
題

国
龍
氏
が
「
調
理
済
食
品
は
一
切
使
用

し
て
い
な
い
」「
当
社
の
主
張
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
」
と
反
論
し
た
。
贾
社
長

は
消
費
者
に
理
解
を
求
め
る
誠
実
さ
が

欠
け
た
と
批
判
を
受
け
た
後
に
、「
創

業
者
で
あ
る
社
長
が
反
省
し
て
学
習
し

改
め
る
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
し
、
羅
氏
も

こ
れ
以
上
は
反
応
し
な
い
と
投
稿
し
、

論
争
は
落
ち
着
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

結
果
、「
西
貝
」
は
１
０
２
店
舗
を
閉

店
し
、
従
業
員
約
４
０
０
０
人
の
転
属

や
解
雇
を
伴
う
経
営
調
整
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
２５
年
９
月
～
２６
年
３
月
ま
で
の

累
計
赤
字
は
６
億
元
超
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
中
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
は
多
様
化
し
て
い
る
。今
後
の
日

中
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
広
い
展
開
に
資
す

る
べ
く
、以
下
で
は
、２
０
２
６
年
１
月

７
日
に
中
国
食
品
科
学
技
術
協
会
が
発

表
し
た
「
２
０
２
５
年
食
品
安
全
と
健

康
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
」か
ら
、今
後
の
食

品
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
の
考
察
と
新
た

な
規
則
の
再
確
認
を
行
う
＝
表
。

ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
の
第
１
位
は
食
品

安
全
に
か
か
る「
保
水
エ
ビ
事
件
」で
あ

っ
た
。「
食
品
安
全
国
家
標
準
食
品
添
加

物
使
用
標
準
」（
Ｇ
Ｂ
２
７
６
０
︱
２
０

２
４
）に
よ
る
と
、冷
凍
水
産
物
に
保
水

剤
を
使
用
す
る
場
合
、
最
大
使
用
量
は

１
ｋｇ
あ
た
り
５
ｇ
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
る
が
、
５
０
０
ｇ
の

エ
ビ
に
３
５
０
ｇ
の
保
水
剤
を
使
用
し

て
い
た
と
い
う
、
重
量
を
水
増
し
し
た

食
品
添
加
物
違
法
使
用
問
題
で
あ
る
。

第
２
位
は
、規
則
の
変
更
と
し
て「
包

装
済
食
品
の
ラ
ベ
ル
規
則
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。２
０
２
５
年
３
月
、政
府
は

新
た
な
国
家
基
準
と
し
て
「
食
品
安
全

国
家
標
準
包
装
済
食
品
ラ
ベ
ル
通
則
」

（
Ｇ
Ｂ
７
７
１
８
︱
２
０
２
５
）「
食
品

安
全
国
家
標
準
包
装
済
食
品
栄
養
ラ
ベ

ル
通
則
」（
Ｇ
Ｂ
２
８
０
５
０
︱
２
０
２

５
）「
食
品
ラ
ベ
ル
監
督
管
理
弁
法
」
を

発
表
、
２
０
２
７
年
３
月
１６
日
に
施
行

す
る
。主
な
変
更
点
は
、①
賞
味
期
限
表

示
を
満
期
日
に
変
更
、
②
食
品
内
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
表
示
の
義
務
化
、
③
栄
養
成

分
表
示
は「
１
＋
４
」か
ら「
１
＋
６
」に

変
更
、
④
飽
和
脂
肪
酸
と
糖
の
表
示
を

追
加
、⑤
包
装
済
み
食
品
に「
添
加
物
ゼ

ロ
」「
無
添
加
」
な
ど
の
表
記
の
禁
止
で

あ
る
。

第
３
位
は
、
２
０
２
５
年
３
月
１３
日

発
表
の
「
食
品
安
全
に
お
け
る
食
品
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
監
督
強
化
に
関
す
る
意

見
」で
あ
る
。同
意
見
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
に
隆
盛
し
て
い
る
食
品
の
輸
送
、
宅

配
、
越
境
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
規
制
を
策
定

し
た
も
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
、ラ
イ
ブ
配
信
者
、配
送
員
な

消
費
者
は
「
店
舗
で
の
手
作
り
や
出

来
立
て
に
対
す
る
期
待
」
を
抱
い
て
来

店
す
る
も
「
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で

加
工
、店
舗
で
加
熱
提
供
」と
い
う
現
実

を
知
っ
た
こ
と
で
、
法
規
的
に
は
問
題

な
い
が
、
消
費
者
が
イ
メ
ー
ジ
を
裏
切

ら
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
反
論
対
応

に
よ
り
、経
営
悪
化
に
至
っ
て
い
る
。

国
家
市
場
監
督
管
理
総
局
に
よ
る

と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
洗
浄
や

カ
ッ
ト
な
ど
一
次
加
工
お
よ
び
調
理
さ

れ
た
食
材
は
調
理
済
食
品
で
は
な
い
の

で
、規
則
上
の
問
題
は
な
い（
２
０
２
６

年
１
月
２６
日
付
「
人
民
日
報
」）。し
か

し
、
消
費
者
は
生
鮮
野
菜
を
店
舗
で
切

は
特
に
中
国
産
に
な
る
と
、
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。し
か
し
、
統
計
か
ら
み
る
と
、
中
国

か
ら
の
輸
入
食
品
の
検
査
違
反
率
は
他

国
と
比
較
し
て
高
く
な
い
の
が
実
態
で

あ
る
。例
え
ば「
令
和
５
年
度
輸
入
食
品

監
視
統
計
」を
み
る
と
、中
国
産
は
輸
入

届
出
件
数
が
９０
万
５
７
８
５
件
、
検
査

件
数
が
８
万
５
４
３
５
件
、
違
反
件
数

が
２
０
６
件
で
違
反
率
が
０
・
２
４
１

％
で
あ
っ
た
。第
２
位
の
フ
ラ
ン
ス
は

違
反
件
数
が
１１
件
、
違
反
率
が
０
・
１

０
９
％
、
第
３
位
の
米
国
は
同
１
０
０

件
、同
０
・
７
２
６
％
、以
下
、タ
イ
は

同
４４
件
、同
０
・
４
１
７
％
、韓
国
は
同

２３
件
、同
０
・
３
１
８
％
で
あ
っ
た
。中

国
産
よ
り
も
違
反
率
が
高
い
国
は
多

く
、
中
国
産
だ
か
ら
安
全
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
全
く
な
い
。し
か
し
、日

本
で
は
な
か
な
か
理
解
が
得
難
い
中
国

と
い
う
国
が
持
つ「
規
模
」が
こ
の
分
野

で
も
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
代
に
な
る
と
、
中
国
で

は
所
得
水
準
が
１
万
ドル
を
超
え
る
地
域

や
階
層
が
拡
大
し
、
消
費
者
の
購
買
力

が
高
ま
っ
て
き
た
。こ
の
状
況
を
受
け
、

開
発
輸
入
を
展
開
す
る
企
業
の
な
か

で
、
中
国
国
内
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
企
業
が
増
加
し
た
。ま
た
、２
０
０

０
年
代
初
頭
の
小
泉
純
一
郎
政
権
に
よ

る
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
等
の
輸

出
促
進
策
１
兆
円
目
標
の
本
格
開
始

に
、中
国
の
購
買
力
向
上
が
加
わ
り
、日

本
産
食
品
の
対
中
輸
出
が
増
加
す
る
。

２
０
１
１
年
に
生
じ
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
農
林
水
産
物
・
食
品

等
の
輸
出
規
制
な
ど
に
よ
り
、
輸
出
の

停
滞
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。２
０
２

５
年
の
対
中
輸
出
額
は
１
７
９
９
億
円

と
な
り
、
輸
出
先
国
・
地
域
と
し
て
は

第
４
位
に
下
が
っ
た
が
、
重
視
す
べ
き

市
場
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
外
食
産
業
の
中
国
進

出
も
増
加
し
て
い
る
。２
０
２
５
年
１１

月
の
「
海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
数
の
調
査
結
果
」（
農
林
水
産
省
輸

出
・
国
際
局
）に
よ
る
と
、中
国
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
数
は
第
一
位
の
６
万
３

５
０
０
店
（
２３
年
比
１
万
５
２
６
０
件

減
）で
、
第
二
位
の
米
国（
２
万
６
３
６

０
店
）と
な
っ
た
。

中
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
多
さ
の
背

景
に
、
中
国
企
業
に
よ
る
開
店
に
加
え

て
、
日
本
の
大
手
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
投

資
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
。

っ
た
ば
か
り
の
状
態
で
調
理
を
始
め
て

提
供
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。こ

の
情
報
の
非
対
称
性
に
対
し
て
、
店
舗

側
と
消
費
者
と
の
間
で
情
報
を
ど
の
よ

う
に
公
開
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
投
稿
が
あ
っ
た
数

日
後
の
９
月
２１
日
、
国
務
院
食
品
安
全

委
員
会
弁
公
室
等
政
府
関
連
部
門
は
、

調
理
済
食
品
の
国
家
基
準
の
迅
速
な
推

進
、
飲
食
段
階
で
使
用
す
る
調
理
済
食

品
の
情
報
開
示
の
普
及
に
よ
る
、
消
費

者
が
知
る
権
利
と
選
択
す
る
権
利
の
確

保
を
真
摯
に
研
究
す
る
と
表
明
し
た
。

直
近
で
は
２
０
２
６
年
１
月
２２
日
、「
調

理
済
食
品
に
関
す
る
国
家
食
品
安
全
基

準
」（
食
品
安
全
国
家
標
準
：
預
制
菜
）

「「
調
理
済
食
品
の
用
語
と
分
類
」（
預

制
菜
術
語
和
分
類
）お
よ
び「
飲
食
段
階

の
料
理
の
加
工
・
製
造
方
式
の
自
主
的

な
明
示
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
公

告
」を
起
草
し
、近
日
中
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
う
と
発
表
し
た
。

筆
者
が
「
全
国
標
準
信
息
公
共
服
務

平
台
」
な
ど
で
同
基
準
を
検
索
し
た
と

こ
ろ
、
全
文
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。中
国
政
府
は
情
報
公
開
の
透
明
性

の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
規
定
化
す
る
の

だ
ろ
う
か
、
今
後
の
公
開
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
頃
を
境
に
日
中
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
が
多
様
化

２
０
２
５
年
の
中
国
食
品
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク

「
透
明
性
」を
巡
る
課
題

店
舗
側
と
消
費
者
と
の
間
の「
情
報
の
非
対
称
性
」の
改
善

食品を巡る日中関係の潮流
農林水産物・食品を巡る日中関
係は、それぞれの政治経済・社会
環境の変化に伴って、関係の悪化
と修復を繰り返してきた。本稿で
は、日中食品ビジネスの変遷を振
り返りながら、中国市場で現在進
行している規制・消費者意識・制
度変更が、日本企業の事業戦略に
どのような影響を及ぼしているの
かを整理する。

2025年の食品安全と健康ホットトピック10
1 保水エビ事件

2 包装済食品のラベル規則の変更

3 食品チェーン全体の監督強化に関する意見

4 “無菌卵”は生で食べれるか？

5 D-アルロースを承認

6 幼児の血中鉛濃度の異常を検出

7 ボツリヌス菌汚染に要注意

8 「長期保存」食品の安全性と栄養価

9 学校給食の安全性を無視できない

10 高齢者向け食品：高齢者の栄養不足を補う

出所：中国食品科学技術協会

２５
年
の
食
品
安
全
問
題
に
み
る
中
国
市
場
の
ト
レ
ン
ド

︱

北京「西貝」2024年10月31日（筆者撮影）
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